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子どもばやし（下長渕区）

勝山左義長まつり

左義長点描 ①ふれ太鼓を見る人達（上後区）②芳野区の櫓　③下袋田区の櫓　④御神体（上郡区）
　 ⑤夜の本町通り　⑥芳野区の雪だるま　⑦お休み処中吉座　⑧行燈を見る人　⑨立川区の櫓
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❸❸
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地区名 第59回作り物コンクール 第28回行燈コンクール 第42回子どもばやしコンクール
上 後 区 　　　　 奨 励 賞 福井テレビ社賞
上 郡 区 奨 励 賞 奨 励 賞 勝山地区区長会長賞
立 川 区 奨 励 賞 奨 励 賞 勝山観光協会長賞
元町２丁目 福 井 新 聞 社 賞 奨 励 賞 勝山青年会議所理事長賞
上袋田区 勝 山 市 長 賞 奨 励 賞 勝山市子ども会育成連絡協議会長賞
中 後 区 奨 励 賞 勝山観光協会会長賞 勝山婦人会長賞
下 後 区 奨 励 賞 奨 励 賞 勝山左義長ばやし保存会長賞
上長渕区 　　　　 奨 励 賞 　　　　
下長渕区 勝山地区区長会長賞 奨 励 賞 勝 山 市 長 賞
富 田 区 奨 励 賞 中 日 新 聞 社 賞 　　　　
芳 野 区 勝山商工会議所会頭賞 勝 山 市 長 賞 勝山商工会議所会頭賞
沢 区 奨 励 賞 奨 励 賞 勝山市議会議長賞
下袋田区 奨 励 賞 勝山市議会議長賞 福 井 新 聞 社 賞
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太鼓と炎の饗宴
勝左ま
山義つ

長り

ま
ち
な
か
に
響
く
お
囃
子

　

奥
越
に
春
を
呼
ぶ
奇
祭
「
勝
山

左
義
長
ま
つ
り
」
が
２
月
25
・
26

日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
2
日
間
合

わ
せ
て
約
12
万
人
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
番
太
鼓（
ふ
れ
太
鼓
）

担
当
の
上
後
区
の
櫓
に
は
、
ま
つ

り
開
幕
を
告
げ
る
太
鼓
を
見
に
、

大
勢
の
見
物
客
が
詰
め
か
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、各
地
区
12
基
の
櫓
で
、

各
地
区
の
特
色
あ
る
お
囃
子
が
一

斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

26
日
は
チ
ラ
チ
ラ
と
雪
が
舞
う

左
義
長
ら
し
い
天
候
で
、
風
に
揺

れ
る
短
冊
と
、
軽
快
な
お
囃
子
の

リ
ズ
ム
が
左
義
長
な
ら
で
は
の
風

情
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
ド

ン
ド
焼
き
で
は
、

神
明
神
社
か
ら
運

ば
れ
た
御
神
火
が

14
体
の
御
神
体
に

点
火
さ
れ
、
一
気

に
舞
い
上
が
る
炎

が
天
を
焦
が
し
、

待
ち
わ
び
た
春
の

到
来
を
予
感
さ
せ

ま
し
た
。

各
コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催

　

各
地
区
で
工
夫
を
凝
ら
し
た

「
作
り
物
」
や
、
風
刺
の
効
い
た

川
柳
と
絵
の
「
絵
行
燈
」
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、「
作
り
物
」
の
部

で
上
袋
田
区
、「
行
燈
」
の
部
で

芳
野
区
が
市
長
賞
に
輝
き
ま
し

た
。（
芳
野
区
は
昨
年
に
続
く
受

賞
）

　

子
ど
も
ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
今
年
櫓
会
館
が
完
成
し
、
櫓

も
改
修
し
た
下
長
渕
区
が
6
年
連

続
で
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

作り物（上袋田区）

行燈（芳野区）

一番太鼓（上後区）一番太鼓（上後区）


